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●既存バス路線の維持・拡充、さとバス・デマンド交
    通では、利用実態や利用者ニーズを踏まえた運行形
    態・路線の見直しに努めます。

交通施設

●成田空港の機能強化に対する受け皿として、住宅、
    流通、商業業務、宿泊、レクリエーション等の複合
    的な土地利用を検討します。

成田空港と一体的な土地利用を検討する地区

交流拠点

●根木名小学校区の地域コミュニティを維持していく
　ため、日常生活サービス機能の充実を図ります。
●富里第一小学校区の地域コミュニティを維持すると
　ともに、酒々井町と本市の中間に位置する市有地の
　活用による拠点性の向上を図ります。

●他の広域拠点や市内各地、周辺鉄道駅を結ぶ交通結
　節点としての利便性を活かし、歩行空間の確保等に
　よる周遊性のあるまち並みを形成します。

●本市内外を結ぶ広域的な拠点として、商業などの産
　業系機能の集積を図り、多くの人が訪れ、交流する
　、にぎわいのある拠点を形成します。

●行政・文化の拠点として、既存施設の機能強化に加
　え、医療・福祉施設等の充実、世代を越えた交流の
　場として魅力的な拠点を形成します。

生活拠点（根木名地区：中沢地区）

広域拠点（にぎわい拠点：富里IC周辺）

広域拠点（とみさと中心拠点：七栄地区周辺）

広域拠点（ふれあい拠点：富里市役所周辺）
【都市づくりの主な方針】

目標： 更なる高みを目指して！
暮らしやすい、働きやすい、訪れたいまちづくり

更なる生活利便性向上に向けた拠点機能の充実と新たな拠点の形成

地域間のつながり強化に向けたアクセス性の向上・周遊促進

地域資源(歴史・文化資源、農地、空き家等)の有効活用

■中部地域（富里中学校区：富里小・富里第一小・根木名小・七栄小）

中部
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凡例
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●交流人口の拡大に向け、旧岩﨑家末廣別邸の周辺に
　本市の文化や自然、農業とのふれあいの場の整備を
　図ります。

旧岩﨑家末廣別邸

久能獅子舞（駒形神社）

出典：富里市

出典：富里市
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●農業や工業の中心となる南部地域と成田空港の南部
   を結び、産業振興や広域的な交流促進に資する幹線
   道路として、酒々井ＩＣから工業団地を経由し芝山
   町を結ぶ道路（南部産業道路）の計画を関係機関と
   協議し、検討していきます。

●畑地や水田などの農地については、農業生産基盤の
　充実を図るとともに、富里固有の環境資源や景観資
　源として土地の有効活用と美しい地域環境づくりに
　努めます。
●耕作放棄地の拡大防止や農業者の高齢化対策として、
    農地の集積や農村環境の保全に努めます。

●両国地区や実の口地区などの農家住宅を中心とする
　集落地は、居住環境と営農環境の調和を図りつつ、
　地域コミュニティの維持に向けた住環境の維持・充
　実を図ります。

●旧洗心小学校周辺は、豊かな自然とのふれあいや、
    訪れる人々の憩いの場等としての活用を検討します。

●富里南小学校及び浩養小学校周辺の地域コミュニティ
    を維持していくための拠点を形成する。

●地区中央部に子育て支援施設及び日常生活に必要な
　施設が集積した利便性の高い拠点を形成します。

交通施設

農地・緑地

住宅地・集落地

交流拠点

生活拠点（両国地区・実の口地区）

地域拠点（葉山地区）
【都市づくりの主な方針】

目標： 未来へ繋げる力を！
人と大地が織りなす交流のまちづくり

富里ブランドの開発と普及に向けた環境づくり

インフラ整備の促進による安全性・利便性の向上

既存施設の有効活用による地域の交流拠点の形成

■南部地域（富里南中学校区：富里南小・浩養小）
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スイカオーナー制度

旧洗心小学校

出典：富里市

出典：富里市
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　本計画の上位計画となる「富里市総合計画」、県が定める「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」との
整合を図っていくために、おおむね5年ごとに効果検証及び見直し（一部改定）を行っていくこととします。
　また、本市は2018年に景観行政団体へ移行したことから、本計画に示す都市環境の方針等を踏まえ、2021年を
目標に景観計画の策定を行っていきます。

■ 計画の進捗管理と見直し

≪まちづくりの推進体制≫

　本市では、まちづくり方針の実現に向けて、市民を中心として、行政だけでなく、市民活動団体や民間事業者
等を含めた協働によるまちづくりを進めていきます。

市民活動
団体等

様々な形でまちづくりに参画しましょう！！

まちの課題を考える

解決策を検討する 取組みを実行する

　市では、より多くの方々にご協力いただけるよう、積極的な情報
発信や意見交換の場、イベント等の機会創出を図っていきます。

市民

行政
(市)

・計画や方針を知る

・説明会やワークショップに

　参加する

・意見交換の場に参加する

・連携の輪を広げる

　(人集め)

・事業に取り組む

・制度を利用する

・イベント等に参加する

民間
業者等

第４章 まちづくりの実現に向けて

■ まちづくりの推進体制

総合計画
基本構想
（⽬的）

基本計画
（⼿段）

実施計画
（具体的な⽅法）

都市計画
マスター
プラン

都市計画区域
の整備、開発
及び保全の⽅針

景観計画
（予定）

2016 2017 2018 2019 20212020 20312026 2036

年 度

2011→2020

基準年：2010、目標年次：2025 基準年：2020、目標年次：2035

2016→2036

2021→2030 2031→2040

基準年

改定 改定改定

改定

改定

短期
目標

中間
検証 1

中間
検証

長期
目標

2021→2030

後期

第 3次

第 4次

第 1次

第 2次

第 3次

第 4次

第 1次 第 3次

第 2次

前期 前期 後期後期

2031→2040

一部
改定

計画
策定

計画
策定

検証 一部
改定

一部
改定

検証

計画の実行 計画の実行 計画の実行計画の実行

前計画の検証

※おおむね 10 年ごとに見直し

本計画の検証

中間
検証 2

一部
改定検証
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